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する．

ただし，義湘はこの一文で同別二教の区別を説いているわけではなく、

情の立場と理の立場、 『法界図』全体の文脈で言えば一乗と三乗との区

別を説いていることが注意される．

ここまでが，段階をもった九種の説である．続いてこれまでの教説を

理の立場から説いたものであるとし，これに対して二つの立場から同別

二教を定義する．

まず，文義の分斉に拠れば同別は非ーとし， 『華厳経』一部に通じて

分けるならば，差別縁が同教であり，本実が別教であるとする 53. この

本実と差別縁との対比は， 『十句章』に見られるものである54.

続いて，一化の始終の立場から，多くの別義を一言をもって通目する

から同であり．機根に随って各の別であるから別であるという解釈を示

す．これは智僚の『孔目章』 「融会章J55の文である．

さて，九種の同別二教の特徴について，次のように考えることができ

る．

第一に，九種の同別二教の構造を大別すると，『法華経』内の議論（第

一段階と第二段階）に始まり，『法華経』と『華厳経』とを相対させ（第

三段階），以下『華厳経』に入り，最後には海印にまで行き着くように

遡及していた．この中では， 『十句章』や質応の解釈のような重層的な

教理解釈が行なわれていた．

第二に，同教と別教の定義に着目すると，第一段階の黄牛車と大白牛

車との対比，第三段階の『法華経』と『華厳経』の対比などは法蔵の定

義と関連するが，第四段階以後は，智倣や義湘，法蔵で跡、付けることは

できないため独自の説ということができる．

53編者不詳 『法界図記叢髄録』巻上之 2，所引『古記』「上来E理分 若拠文義分斉，

同別非一．謂通於一部分之，員I）差別縁同教，本実~I）別教 若拠ー化始終，貝IJ衆多別

義一言通目故向。随機各別故日I）也J（大正蔵45・733a)

54 『十句章円通記』巻上（緯仏全4・40c)

55 『孔目章』巻4「融会章J（大正蔵 45・586a)
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第三に，第五段階から第八段階までは，普賢菩薩および仏の活動が，

普賢現語言 ・普賢内証離文字 ・仏外向 ・仏内向という形に区別され，同

別二教の分別の対象となる．これらは『十句章』第三句の五重の教義や

質応の十重の『華厳経』解釈にも見えていたものである．

以上の点に鑑みると， 『古記』に説かれる九種の同別は，同教と別教

という対立項の中で， 『華厳経』を掘り下げて説明しようとするもので

あることがわかる．

これを同別二教という概念で説明した理由を推測すると， 『古記』が

説きたかった『華厳経』を遡及していく考え方を智倣，義湘，法蔵など

の華厳教学との接点を求めたためと考えられる．それは，智鍛や法蔵に

典拠が求められるような比較的分かり易い同別二教の定義（第一段階や

第三段階）を提示し，それに加上していく形で普賢内証や仏外向などを

当てはめていくことからわかる．さらに第九段階の定義の教証として直

接同別二教を説いていたわけではない義湘の言葉を引し、たり ，九種の枠

外に智倣の『孔目章』 「融会章j の一言通目を持ってきたりして，教説

を尤もらしくしようとしていることからもその意欲を窺うことができる．

3.重層的教理解釈が意味するもの

以上，三種類の重層的教理解釈を見てきた．それぞれの教説には，形

成されなければならなかった固有の意味が存在することは当然であるが，

ここでは本稿で着眼点としてきた重層的教理解釈という共通する論理構

造の意味するものをまとめてみよう．

第一に， 『十句章』第三句，質応の十重解釈，古記の九種の同別は，

それぞれ主題は異なるが論理の形態は類似していた．すなわち， 『十句

章』第三句では教と義とが，質応では一乗と三乗とが，そして古記では

同教と月IJ教とが，主題となることは異なるが，それらが重層的な構造を

有するという面では共通していた．

第二に，定義については，教義，一乗三乗，同別の各主題は，中国の

華厳教学での定義を意識しつつも，独自の定義付けも同時になされ，結

Z亀
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果として『華厳経』を遡及するような読み込みがなされていた．中でも，

仏内向・仏外向・普賢内証・普賢出定といった仏から普賢への法の委託

という部分，すなわち 『華厳経』の法が発生するプロセスを共通項とし

て持っていた．

そこから考えるならば，彼らにとっては，『華厳経』の法が発生するプ

ロセスこそが，中国で定義されてきた教義や一乗三乗といった教判論な

どよりも大事なものではなかったかと考えられる．

それゆえ，華厳学上の重要な概念を，段階をもった構造と捉え，その

中に読み込んでいくことが行われたのではなし、かと考えられるのであ

る．

また同時に，智織や法蔵などで説かれた定義を導入部とし，それに彼

らの志向する遡及型の教理を接着させ，智倣や義湘，法蔵などの華厳教

学と連続した形での体系を形成していったことも特徴的であった．

4.結語

以上，義湘系華厳文献の中から重層的教理解釈という論理を抽出し，

その特徴を考察してきた．そこで共通していたのは『華厳経』の根源八

の遡及志向である．

そこに共通して現われていた，仏の内向や外向， 普賢の入定や出定と

いった概念、は，義湘系文献の他の箇所にも出てきている．今回は，論理

構造の類似のみに着目したため，他の用例は割愛せざるを得なかったが，

今後はそれらも検討し，このような遡及志向がどのような教学を形成す

るのか，という点に焦点を当てて検討していきたい．

これらを解明することにより，義湘系の華厳教学がより明らかに見え

てくるものと期待するものである．

最後に，本誌に執筆の機会を与えてくださった韓国留学生印度学仏教

学研究会の諸氏に感謝申し上げるとと もに，韓国と 日本の仏教研究の交

流が益々発展することを祈念しつつ筆を置くこととする． ： 

（キーワード〉
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